
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」

○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

日々の授業が子どもたちにとって楽しく充実したものとな

るよう、二小は教職員の校内研修に特に力を入れてきました。

そしてこの度、〈生きて働く国語の力の育成～「読めた」「使

えた」が自覚できる単元構想と授業づくりを通して～〉のテ

ーマでまとめた共同研究の論文を福島県に出品したところ、

「入選」をいただきました。高校まで含めた県内の公立学校

が応募する中で、４点が特選、７点が入選となるもので、た

いへん栄誉ある賞です。今年度は児童の大活躍で磐梯二小の

名が県内にとどろきましたが、こうして教職員もがんばり、

評価していただけたことはたいへん嬉しいことです。

もちろん、大切なのは実際にその成果を子どもたちが享受

できているかどうかですので、これを励みに一層子どもたち

のために日々の授業づくりをがんばっていきたいと、心を新

たにしているところです。

町の皆様のあたたかさ
フットワークよく校外学習に出かけることができるのが二小のよさの一つです。１１月だけでも、２

年生町探検（道の駅、駅、公民館、役場、郵便局）、３年生リオン・ドール磐梯店、４年生用水路、榮

川酒造、６年生龍ヶ沢湧水、慧日寺と、たくさんの場所で学ばせていただきました。

こうした校外学習の様子を見ていて感じるのは、町の皆様が子どもたちのために格別に優しく接して

くださることです。どの校外学習先でも、業務のお忙しい中にもかかわらず、町の皆様が笑顔で説明し

たり、質問に答えたりしてくださるので、子どもたちは帰ってくると必ず「楽しかったです！」と嬉し

そうに話します。こうして、町の子どもたちをみんなで育てていこうとするお気持ちにふれる度に、「な

んてよい町なのだろう」と心があたたかくなります。

１２月以降も校外学習は続きますので、町の皆様、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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〈喜んでもらいたいという気持ち〉

２年生の町探検では、毎年東長原駅から磐梯町駅ま

での１区間で電車に乗る体験をしています。この区間

は、電車の窓から二小の校舎が見えます。

そこで、毎年、学校にいる子どもたちが、通過時刻

に旗などを振って、２年生を喜ばせようとしています。

それぞれが思い思いの方法で表現しており、その工夫

がとてもユニークです。今年は「二小」と大きな紙に

書いて振っている姿もありました。

２年生にもよく見えたようで、磐梯町駅に到着した

子どもたちに感想を聞くと、「旗を振ってるのめっち

ゃ見えました。」と嬉しそうに話していました。

こうして、「喜んでもらいたい」と思いながら自ら動き出す姿を見る度に、二小の子どもたちは心が

優しいと嬉しくなります。

読書に親しむ会
二小では電子書籍「Yomokka」の導入もあって、読

書量自体は増えています。しかし、紙媒体の本にもよ

さがありますので、どちらのよさも感じ取りながら、

全体的な読書量が増えてくるよう願っているところで

す。

１１月１６日（水）は、「読書に親しむ会」を実施

しました。今年度は３部構成とし、〈「ハーモニー」の

方の読み聞かせ〉〈教職員からの本の紹介〉〈自由読書〉

を行いました。この〈自由読書〉が今年度新たに取り

入れたものであり、担任も一緒になってじっくり読み

浸る時間にしました。直前に教職員からの本の紹介の

時間が位置付けられていたので、「読んでみたい」という気持ちが高まっていたようです。そして、誰

もわき目を振らずに真剣に読むという空気感があり、子どもたちにはとてもよい時間になったに違いあ

りません。少しの時間であってもこうして読書に親しむことで、読解力が向上するだけでなく、心が豊

かになっていくことでしょう。

１２月のおもな予定とめあて

〈12月のおもな予定〉 〈12月のめあて〉
２日（金）校外学習（３年：りんご園） ◎ 二学期のまとめをしよう

５日（月）短縮５校時 ○「あいさつ・そろえる・あったかことば」

議会見学（６年） をふりかえろう。

７日（水）校外学習（４年：そば道場） ○ 苦手な学習に力を入れよう。

７日（水）～９日（金）短縮５校時 個別懇談 〇 学校をきれいにしよう。

１２日（月）全校朝の会

書写外部講師招聘授業

１５日（木）集金日 地区子ども会

１６日（金）プロとつながる遠隔キャリア教育授業（５，６年：醤油）

２２日（木）愛校活動

２３日（金）第２学期終業式


